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公害の経験と教訓を次世代に繋ぐ
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　水俣市立水俣病資料館（熊本県）の展示室の最終局面、水俣

湾の青い海と青い空を一望できるガラス窓に書かれているの

が冒頭のメッセージである。水俣病を伝え続ける公害資料館と

して、展示を一通り見て終わりではなく、見学者に向けた「問い

かけ」が用意されている。2016 年の全館リニューアルを機に、

見やすくなった館内に加え、訪れた人はこのメッセージをどう

捉えるのだろうか。

　公害・環境問題とジェンダーの関わりは深い。「四大公害」

のひとつとして知られるイタイイタイ病（富山県）は、「痛い痛

いさん」として 1910 年頃から患者が発生していた。地元富山

新聞に掲載され、問題として「発覚」するのは 1955 年である。

県境を越えた三井金属鉱業神岡鉱山（岐阜県）からの排水が

原因と判明するのは 1961 年、半世紀後である。高度経済成長

期、のちの「四大公害」として名を連ねる熊本・新潟水俣病や

四日市ぜんそくとほぼ同時期である。

　カドミウムによる人体への被害は 30 代以上の出産経験の

ある女性たちに集中的に発生した。患者が「痛い、痛い」と訴え

たにもかかわらず、限定された地域、性別、かつて経験したこ

とのない「奇病」は風土病や業病と見なされ、偏見・差別の対

象となった。歴史の if はないが、もしも公害被害者が男性、そ

れも一家の稼ぎ手である「大黒柱」（もはや死語に近いが）に

集中発生したのであれば、果たして同じようなプロセスを経た

であろうか。「家庭内の問題」として患者が隠されたり、鉱毒に

よる健康被害が矮小化されたりしなかったのではなかろうか。

　公害・環境問題は、社会的弱者や生理的弱者に起こりやす

い。「公害の原点」と呼ばれる水俣病では、原因物質のメチル

水銀が無味無臭であったこともあり、生物濃縮と食物連鎖のし

くみにより深刻な健康被害をもたらした。同物質の神経親和性

という特質は、人間の基礎的機能（五感：視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚）を破壊した。母親が食した魚介類によってメチル

水銀に胎内で被曝した結果、胎児性水俣病患者が発生した。

外部環境から切り離された母親の胎内にいる次世代に影響

はないと考えられていた、当時の医学的常識を覆した。

　忘れてならないのは、「四大公害」は「ワースト4」といえる

かもしれないが、決して「オンリー 4」ではないという点であ

る。工業化の進展とともに、人為的災害として多種多様な公

害が各地で多発した。生産現場では労働災害・職業病が、他

方で消費者や生活者が巻き込まれる食品公害や薬害などい

くつも起きた。

　事実を正しく知ることも肝要であるが、「公害を知る」にと

どまらず次世代に教訓を繋ぐ「公害から学ぶ」姿勢がわれわ

れに求められるだろう。多くの人命が奪われただけでなく、

公害病患者として治らない健康被害（公害病）を抱えたまま

の人々が今も地域に暮らす。公害は決して終わっていない。

　四日市市立「四日市公害と環境未来館」（2015 年開館）で

は、子どもたちへの環境教育にも力を入れている。筆者の前

任校である四日市大学では開館以来、大学連携の一環として

夏休み特別講座を館内で開催してきた。小学校低学年に同

伴した親世代を、工作の合間に同館を案内して、単なる付き

添い役で終わらせないよう工夫した。今の四日市に青空が戻

るまで、何があったのか。保護者こそ、いわば公害教育の「ロ

スジェネ」世代である。講座参加をきっかけに、親子で環境問

題について少しでも話し合えるようにとの主催者側の思いが

込められている。公害・環境問題を「自分事」として捉えるこ

とは、自らが暮らす地域を深く知る第一歩にほかならないか

らである。

東海ジェンダー研究所評議員の井上輝子さんが、2021年８月10日にご逝去されました。
2003年度から2019年度まで理事として、2020年度からは評議員として、
長年にわたり当研究所へご尽力を賜りました。
ご生前のご厚情に深く感謝しますとともに、心よりご冥福をお祈りいたします。

2021年10月から次の方が評議員に就任しました。
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賛助会員を募集しています。
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他行からお振込みの場合
　胎児性水俣病のことは知っていましたが、子ども達の悲劇はすなわち

母である女性達の悲劇でもあり、まさにジェンダー問題でもあったのだ

と今更ながらに思いました。スペインでは重大事件が頻発したためとは

言え、ジェンダー暴力に対する法律、刑事手続きや行動方針などが整っ

ていることに感心します。少しずつでも良くなっていくように願います。
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WEB参加もあり

テーマ ジェンダー平等の国際的潮流
―世界120位からの脱却

※詳しくは、ホームページなどでもお知らせしています。

新評議員



ジェンダー暴力に対する
スペインの取り組み

32

江藤  隆之（桃山学院大学法学部 教授）

　暴力の被害にあったとき、その暴力自体から受

ける被害にくわえて、捜査・訴訟手続における関

係者の無理解から思わぬ精神的な二次被害を受

けることがある。とりわけ、ジェンダー暴力にお

いては、被害者に特別な配慮が必要な場合が多

いにもかかわらず、捜査官や法律家などから配慮

に欠ける態度をとられ、被害者が傷つくケースが

あることが知られている。

　スペインでは、元夫の DV により女性が殺害さ

れた事件など頻発する重大事件をきっかけにし

て、2004 年ジェンダー暴力に対する包括的保護

措置法 (LO 1/2004) が制定され、ジェンダー暴力

の捜査・審理に特別な手続が導入された。なか

でも、女性に対する暴力を管轄する「女性に対

する暴力裁判所」(Juzgados de Violencia sobre 

la Mujer) と「女性に対する暴力に対する検察」

(Fiscal contra la Violencia sobre la Mujer) を設置

したことは特筆に値する。このことにより、この種

の事件の捜査・審理の手続は知識と経験を持つ

者の手に委ねられることになった。さらに関係各

機関は、同法の定めを受けてジェンダー暴力の捜

査・審理に携わる関係者の行動指針をそれぞれ

定めていった。

　裁判所行政をつかさどる司法総評議会は、「ジェ

ンダー暴力に対する司法行動基準指針」(Guía de 

criterios de actuación judicial frente a la violencia 

de género) を採択した。この指針は「ジェンダー

暴力を可視化し根絶するという公権力の任務は、

当然、立法のみに尽きるものではない」と書き出

され、司法関係者の行動の重要性を指摘している。

警察およびその関係機関は、被害者保護に優先

的な注意を払う目的で「DV およびジェンダー暴

力被害者保護のための治安組織の行動および司

法諸機関との連携要綱」(Protocolo de actuación 

de las Fuerzas y Cuerpos de Seguridad y de 

coordinación con los órganos judiciales para la 

protección de las víctimas de violencia de 

género) を制定し、被害者に接するときに警察が

するべきことや、とるべき態度を捜査の過程ごと

に細かく定めている。たとえば、被害の訴えを無

下にせず、被害を訴える者に対して法的支援を受

ける権利があることを通知し、危険がある場合に

は保護措置をとることなどである。司法省の「ジェ

ンダー暴力による危険の迅速鑑定法医学要綱」

(Protocolo médico-forense de valoración 

urgente del riesgo de violencia de género) は、

「女性に対する暴力は、重大な人権侵害であり、

基本的な自由侵害である。そこから生じるダメー

ジは多次元にわたる」と述べ、迅速に被害者を医

療につなぐ現場の行動指針を制定し、被害者保護

と証拠保全の両立を図っている。このようにスペ

インは、議会による法の整備にとどまらず、関係

者の適切な行動を促す指針を各機関が策定し、さ

らにそれを一般に公開することで、現場での不用

意な対応による二次被害を防止しようとしている

のである。

　とはいえ、スペインが決して完璧だというわけ

ではない。むしろ、大きな問題があるからこそ対

応に追われている面は否定できない。また、法

体系や文化の違いを理解することなく単純にこれ

らの制度をそのまま日本に導入することもおそらく

困難であろう。だが、スペインの姿勢から学べる

ことは間違いなくある。手続はフェアでなくてはな

らず、フェアであるためには、その理由の如何に

かかわらず、社会的に不利な立場に置かれてい

る人々に対する適切な配慮がなければならない。

スペインはそのことを十分に理解し、関係各機関

がそれぞれ社会に向けて自分たちの理念と行動指

針を積極的に発信している。このことは多くの弱

い立場の人々を勇気づけ、関係者が自身の行動

をあらためて律するきっかけを提供するだろう。

　刑事手続は厳格であるべきだが、あるいはそう

であるべきだからこそ、その過程で無理解から不

用意に人を傷つけることがあってはならないので

ある。

　2021 年 7月 17日に当研究所 6 階セミナー室において第

24 回個人助成受託者報告会が開催されました。と言っても

発表者は来場することができず、東京、福岡からのリモート

参加となりました。昨年度の助成受託者は 4 名でしたが、

COVID-19 パンデミックによって海外渡航を断念せざるを得

ず、研究の進展が芳しくないなどの理由で、報告延期の申し

出が 2 名からありました。やむを得ない事情と判断し、残る

2名のみの報告会となりました。

　前半は田中美彩都さんの「19 世紀末から20 世紀初頭の
朝鮮における家父長制をめぐる実態分析」と題する報告でし
た。丁寧に作り込んだスライドと共に、順序だった詳しい説
明で韓国家父長制の歴史的経緯が明らかにされました。ま

ずは「前近代～近代朝鮮における養子制度の概要」、次に具

体例として19 世紀の政治家であった閔泳翊（ミンヨンイク）

の「後継問題をめぐる植民地裁判の展開」が示されました。

後継問題を肉付けする意図で、当時の新聞報道の分析も最

後に論じられました。

　韓国語の一次資料を駆使してまとめられた研究は申し分

のない出来映えで、このテーマで博士の学位取得を果たさ

れたのも十分に頷ける内容でした。ただ、これをジェンダー

に関わる視点から再考しようとなると、閔泳翊の妻である金

芸貞の行動をどのように読み解き、当時の家制度の中でどう

位置付け、評価するかを問題にせざるを得ません。手堅い歴

史研究から、さらにジェンダー問題を引き出すことは容易で

はないと思われますが、成果を期待し投稿をお待ちしたいと

思います。

　後半は三重野雄太郎さんの「ドイツにおける内密出産制
度」の報告でした。妊娠女性の権利を守るという観点から、匿
名出産、匿名による子の引き渡しなど、重い問題ではありま

すが、概ね理解は得られました。しかし、子の知る権利という

観点から、子が自分の父親に関する情報を得ることが出来な

いのは問題ではないのかという点に疑問が集中しました。ま

た日本との比較の観点から、養子縁組が進まないわが国が

抱える固有の問題についても、踏み込んだ議論を投稿論文

で展開して下さることを期待したいと思います。

　昨年の報告会は、海外留学を理由に過去に報告を見送っ

た方、あるいは現に海外渡航中でオンライン報告会のメリッ

トが活きて参加できた方もあり、コロナ禍にもかかわらず、

合計 5 名の参加で行いました。初めてのリモート併用会議と

いうことで、中断や雑音等ご心配をおかけしましたが、今年

の報告会はトラブルもなく終始落ち着いて議論に集中でき

ました。これを踏まえ、今後は国内各地、海外も結んで、もち

ろん一堂に会して一層充実した受託者報告会の開催に努力

したいと思います。
小川 眞里子（東海ジェンダー研究所理事）

ジェンダーの風

.

.

個人助成受託者報告会
（2021年度）

２０21 年度　研究助成受託者の決定
個人助成　４名（応募総数35名）

地域レベルの家族政策実施をめぐる過程追跡 ： 

2000年代ドイツの保育施設利用状況に注目して

山田　安珠
東京大学大学院総合文化研究科／

テュービンゲン大学社会経済学部政治学科後期博士課程

沖縄のシングルマザーの自立と主体性の問い直し

― 生活史・参与観察調査から

団体助成　1団体（応募総数6団体）

（決定通知後、都合により辞退されました。）にじいろ保育の会

社会的・空間的〈周縁〉に関するジェンダー・ポリティクスの共同研究

― 労働と再生産をめぐる表象分析とケア理論の検討を通して ―
「労働と再生産の再考」研究会

近代日本画塾からみる女子美術教育と女性画家の進出と絵画表現

― 東京の画塾を中心に ―

陳　璟
筑波大学大学院人間総合科学研究科

芸術専攻博士後期課程

異性愛主義の敵としての「センチメンタル」な修辞

― 近代デンマーク文学における反形象的表現をめぐる言説分析

奥山　裕介
大阪大学大学院文学研究科
博士後期課程単位取得退学

平安名　萌恵
立命館大学大学院先端総合学術研究科

一貫制博士課程大学院生
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(Protocolo médico-forense de valoración 

urgente del riesgo de violencia de género) は、

「女性に対する暴力は、重大な人権侵害であり、

基本的な自由侵害である。そこから生じるダメー

ジは多次元にわたる」と述べ、迅速に被害者を医

療につなぐ現場の行動指針を制定し、被害者保護

と証拠保全の両立を図っている。このようにスペ

インは、議会による法の整備にとどまらず、関係

者の適切な行動を促す指針を各機関が策定し、さ

らにそれを一般に公開することで、現場での不用

意な対応による二次被害を防止しようとしている

のである。

　とはいえ、スペインが決して完璧だというわけ

ではない。むしろ、大きな問題があるからこそ対

応に追われている面は否定できない。また、法

体系や文化の違いを理解することなく単純にこれ

らの制度をそのまま日本に導入することもおそらく

困難であろう。だが、スペインの姿勢から学べる

ことは間違いなくある。手続はフェアでなくてはな

らず、フェアであるためには、その理由の如何に

かかわらず、社会的に不利な立場に置かれてい

る人々に対する適切な配慮がなければならない。

スペインはそのことを十分に理解し、関係各機関

がそれぞれ社会に向けて自分たちの理念と行動指

針を積極的に発信している。このことは多くの弱

い立場の人々を勇気づけ、関係者が自身の行動

をあらためて律するきっかけを提供するだろう。

　刑事手続は厳格であるべきだが、あるいはそう

であるべきだからこそ、その過程で無理解から不

用意に人を傷つけることがあってはならないので

ある。

　2021 年 7月 17日に当研究所 6 階セミナー室において第

24 回個人助成受託者報告会が開催されました。と言っても

発表者は来場することができず、東京、福岡からのリモート

参加となりました。昨年度の助成受託者は 4 名でしたが、

COVID-19 パンデミックによって海外渡航を断念せざるを得

ず、研究の進展が芳しくないなどの理由で、報告延期の申し

出が 2 名からありました。やむを得ない事情と判断し、残る

2名のみの報告会となりました。

　前半は田中美彩都さんの「19 世紀末から20 世紀初頭の
朝鮮における家父長制をめぐる実態分析」と題する報告でし
た。丁寧に作り込んだスライドと共に、順序だった詳しい説
明で韓国家父長制の歴史的経緯が明らかにされました。ま

ずは「前近代～近代朝鮮における養子制度の概要」、次に具

体例として19 世紀の政治家であった閔泳翊（ミンヨンイク）

の「後継問題をめぐる植民地裁判の展開」が示されました。

後継問題を肉付けする意図で、当時の新聞報道の分析も最

後に論じられました。

　韓国語の一次資料を駆使してまとめられた研究は申し分

のない出来映えで、このテーマで博士の学位取得を果たさ

れたのも十分に頷ける内容でした。ただ、これをジェンダー

に関わる視点から再考しようとなると、閔泳翊の妻である金

芸貞の行動をどのように読み解き、当時の家制度の中でどう

位置付け、評価するかを問題にせざるを得ません。手堅い歴

史研究から、さらにジェンダー問題を引き出すことは容易で

はないと思われますが、成果を期待し投稿をお待ちしたいと

思います。

　後半は三重野雄太郎さんの「ドイツにおける内密出産制
度」の報告でした。妊娠女性の権利を守るという観点から、匿
名出産、匿名による子の引き渡しなど、重い問題ではありま

すが、概ね理解は得られました。しかし、子の知る権利という

観点から、子が自分の父親に関する情報を得ることが出来な

いのは問題ではないのかという点に疑問が集中しました。ま

た日本との比較の観点から、養子縁組が進まないわが国が

抱える固有の問題についても、踏み込んだ議論を投稿論文

で展開して下さることを期待したいと思います。

　昨年の報告会は、海外留学を理由に過去に報告を見送っ

た方、あるいは現に海外渡航中でオンライン報告会のメリッ

トが活きて参加できた方もあり、コロナ禍にもかかわらず、

合計 5 名の参加で行いました。初めてのリモート併用会議と

いうことで、中断や雑音等ご心配をおかけしましたが、今年

の報告会はトラブルもなく終始落ち着いて議論に集中でき

ました。これを踏まえ、今後は国内各地、海外も結んで、もち

ろん一堂に会して一層充実した受託者報告会の開催に努力

したいと思います。
小川 眞里子（東海ジェンダー研究所理事）

ジェンダーの風

.

.

個人助成受託者報告会
（2021年度）

２０21 年度　研究助成受託者の決定
個人助成　４名（応募総数35名）

地域レベルの家族政策実施をめぐる過程追跡 ： 

2000年代ドイツの保育施設利用状況に注目して

山田　安珠
東京大学大学院総合文化研究科／

テュービンゲン大学社会経済学部政治学科後期博士課程

沖縄のシングルマザーの自立と主体性の問い直し

― 生活史・参与観察調査から

団体助成　1団体（応募総数6団体）

（決定通知後、都合により辞退されました。）にじいろ保育の会

社会的・空間的〈周縁〉に関するジェンダー・ポリティクスの共同研究

― 労働と再生産をめぐる表象分析とケア理論の検討を通して ―
「労働と再生産の再考」研究会

近代日本画塾からみる女子美術教育と女性画家の進出と絵画表現

― 東京の画塾を中心に ―

陳　璟
筑波大学大学院人間総合科学研究科

芸術専攻博士後期課程

異性愛主義の敵としての「センチメンタル」な修辞

― 近代デンマーク文学における反形象的表現をめぐる言説分析

奥山　裕介
大阪大学大学院文学研究科
博士後期課程単位取得退学

平安名　萌恵
立命館大学大学院先端総合学術研究科

一貫制博士課程大学院生
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公害の経験と教訓を次世代に繋ぐ
都留文科大学教養学部地域社会学科 教授  神長  唯  

お知 らせ
2021.11

No. 73

　水俣市立水俣病資料館（熊本県）の展示室の最終局面、水俣

湾の青い海と青い空を一望できるガラス窓に書かれているの

が冒頭のメッセージである。水俣病を伝え続ける公害資料館と

して、展示を一通り見て終わりではなく、見学者に向けた「問い

かけ」が用意されている。2016 年の全館リニューアルを機に、

見やすくなった館内に加え、訪れた人はこのメッセージをどう

捉えるのだろうか。

　公害・環境問題とジェンダーの関わりは深い。「四大公害」

のひとつとして知られるイタイイタイ病（富山県）は、「痛い痛

いさん」として 1910 年頃から患者が発生していた。地元富山

新聞に掲載され、問題として「発覚」するのは 1955 年である。

県境を越えた三井金属鉱業神岡鉱山（岐阜県）からの排水が

原因と判明するのは 1961 年、半世紀後である。高度経済成長

期、のちの「四大公害」として名を連ねる熊本・新潟水俣病や

四日市ぜんそくとほぼ同時期である。

　カドミウムによる人体への被害は 30 代以上の出産経験の

ある女性たちに集中的に発生した。患者が「痛い、痛い」と訴え

たにもかかわらず、限定された地域、性別、かつて経験したこ

とのない「奇病」は風土病や業病と見なされ、偏見・差別の対

象となった。歴史の if はないが、もしも公害被害者が男性、そ

れも一家の稼ぎ手である「大黒柱」（もはや死語に近いが）に

集中発生したのであれば、果たして同じようなプロセスを経た

であろうか。「家庭内の問題」として患者が隠されたり、鉱毒に

よる健康被害が矮小化されたりしなかったのではなかろうか。

　公害・環境問題は、社会的弱者や生理的弱者に起こりやす

い。「公害の原点」と呼ばれる水俣病では、原因物質のメチル

水銀が無味無臭であったこともあり、生物濃縮と食物連鎖のし

くみにより深刻な健康被害をもたらした。同物質の神経親和性

という特質は、人間の基礎的機能（五感：視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚）を破壊した。母親が食した魚介類によってメチル

水銀に胎内で被曝した結果、胎児性水俣病患者が発生した。

外部環境から切り離された母親の胎内にいる次世代に影響

はないと考えられていた、当時の医学的常識を覆した。

　忘れてならないのは、「四大公害」は「ワースト4」といえる

かもしれないが、決して「オンリー 4」ではないという点であ

る。工業化の進展とともに、人為的災害として多種多様な公

害が各地で多発した。生産現場では労働災害・職業病が、他

方で消費者や生活者が巻き込まれる食品公害や薬害などい

くつも起きた。

　事実を正しく知ることも肝要であるが、「公害を知る」にと

どまらず次世代に教訓を繋ぐ「公害から学ぶ」姿勢がわれわ

れに求められるだろう。多くの人命が奪われただけでなく、

公害病患者として治らない健康被害（公害病）を抱えたまま

の人々が今も地域に暮らす。公害は決して終わっていない。

　四日市市立「四日市公害と環境未来館」（2015 年開館）で

は、子どもたちへの環境教育にも力を入れている。筆者の前

任校である四日市大学では開館以来、大学連携の一環として

夏休み特別講座を館内で開催してきた。小学校低学年に同

伴した親世代を、工作の合間に同館を案内して、単なる付き

添い役で終わらせないよう工夫した。今の四日市に青空が戻

るまで、何があったのか。保護者こそ、いわば公害教育の「ロ

スジェネ」世代である。講座参加をきっかけに、親子で環境問

題について少しでも話し合えるようにとの主催者側の思いが

込められている。公害・環境問題を「自分事」として捉えるこ

とは、自らが暮らす地域を深く知る第一歩にほかならないか

らである。

東海ジェンダー研究所評議員の井上輝子さんが、2021年８月10日にご逝去されました。
2003年度から2019年度まで理事として、2020年度からは評議員として、
長年にわたり当研究所へご尽力を賜りました。
ご生前のご厚情に深く感謝しますとともに、心よりご冥福をお祈りいたします。

2021年10月から次の方が評議員に就任しました。

2021年度　講演会

ジェンダー平等の国際的潮流
―世界120位からの脱却

あなたはどんな
未来をつくり
ますか？

子ども向け工作講座の合間、保護者を連れて「四日市公害と環境未来館」を
案内する筆者

, ,

井上輝子さんご逝去

氏　名 所　属

香川 せつ子 西九州大学名誉教授

的場 かおり 大阪大学高等共創研究院　兼　大学院法学研究科教授

公益財団法人　東海ジェンダー研究所
〒460-0022　名古屋市中区金山1-9-19　ミズノビル6Ｆ
T E L 　052-324-6591　 F A X 052-324-6592
E-mail　info@libra.or.jp　 https://www.libra.or.jp/

賛助会員を募 集して います。

＊会員の皆様には当研究所の年報『ジェンダー研究』や
ニューズレター『LIBRA』、講演会などの事業のご案内を
お送りします。
＊当研究所は公益財団法人の認定を受けており、会費及
び寄付については税法上の優遇措置があります。

賛助会費　年間　一口  1,000円
振 込 先 　郵便振替口座　00820-0-77338
　　　　　公益財団法人東海ジェンダー研究所
　　　　　（振込手数料は当方負担）

他行からお振込みの場合
　胎児性水俣病のことは知っていましたが、子ども達の悲劇はすなわち

母である女性達の悲劇でもあり、まさにジェンダー問題でもあったのだ

と今更ながらに思いました。スペインでは重大事件が頻発したためとは

言え、ジェンダー暴力に対する法律、刑事手続きや行動方針などが整っ

ていることに感心します。少しずつでも良くなっていくように願います。

編 集 後 記

銀 行 名
店　　名
預金種目
口座番号
（振込手数料はご負担ください）

ゆうちょ銀行　
〇八九
当座　
0077338

日　時 11月28日(日)　13：30～15：50

講　師 林 陽子さん
（弁護士、元国連女性差別撤廃委員会委員長）

会　場 名古屋国際センター別棟ホール
WEB参加もあり

テーマ ジェンダー平等の国際的潮流
―世界120位からの脱却

※詳しくは、ホームページなどでもお知らせしています。

新評議員




